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救急医療機関における自傷・自殺未遂 レジストリの運用およびデータ利活用 

中東遠総合医療センターでは以下の研究を行います。 

 

〔研究課題名〕 

救急医療機関における自傷・自殺未遂 レジストリの運用およびデータ利活用（研究代表者 三宅康史） 

 

〔研究の期間〕 

承認日2022年 12月8日 ～ 2030年 3月 31日 

この期間は更新されることがあり、その場合にはあらためて告知します。 

 

〔研究の目的と意義〕 

医療におけるレジストリとは「特定の疾患などに関する情報の収集を目的として構築されたデータベース」の 

ことで、「自傷・自殺未遂レジストリ」では、自傷・自殺未遂により救急医療機関に搬送された方の情報を収集

します。自傷・自殺未遂は自殺の重要なリスク因子であり、その実態を把握することは世界保健機関（WHO）

にも推奨されています。本研究は、我が国で初めて全国規模で自傷・自殺未遂者の方々のデータを収集するもの 

で、それらの方々の実態や医療機関における診療状況などを調査し、その後の対策に活用することで、再度の 

自傷・自殺行為の防止や、自傷・自殺未遂者の方々に対する適切な対応などを検討することを目的とし、それ 

により医療の質的向上と有効な自殺対策の確立を目指します。 

〔対象者・研究方法〕 

対象者：上記研究期間に自傷・自殺未遂により当院[当センター]を受診された全ての方を対象としています。 

 

研究方法：本研究に参加する医療機関において、診療録に記載された医療情報（年齢や性別、受診日時、行 

為の日時・手段・場所・行為時の状況、受診時の身体的・精神的状況、入院の有無・治療後の状況等）、自傷・ 

自殺未遂歴を含むこれまでの状況に関する情報、家族や生活の状況などを抽出し、個人を特定できないよう 

匿名化を行った上で、コンピュータ上のシステムに記録します。記録されたデータは安全な通信経路を介して 

蓄積されます。この「自傷・自殺未遂レジストリ」は、一般社団法人日本臨床救急医学会および一般社団法人 

いのち支える自殺対策推進センターが共同で管理・運用し、蓄積されたデータは、本研究に参加する医療機関 

（共同研究機関・研究協力機関）等が研究に利用します。 

 

〔個人情報の取り扱い〕 

個人が特定され得る情報は登録しません。登録する医療機関では、対照表を用いて情報を管理しますが、 

第三者に個人情報が知られることは一切ありません（対照表は研究終了時に破棄します）。自分の情報が本研究

に使用されることを拒まれる方、一旦登録された情報の抹消を希望される方、本研究についてより詳しい内容を

お知りになりたい方は、下記の問い合わせ先までご連絡下さるようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

当院問い合わせ先 

中東遠総合医療センター 救急科 松島暁 

〒436-8555 静岡県掛川市菖蒲ケ池1番地の1 

TEL : 0537-21-5555 
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〔情報の提供を行う機関の名称及びその長の氏名〕  

中東遠総合医療センター  院長 宮地正彦 

 

〔情報の管理者〕 

院長 宮地正彦 

 

〔実施体制〕 

研究代表者：三宅康史  

帝京大学医学部救急医学講座教授 

一般社団法人日本救急医学会 自殺企画者のケアに関する検討委員会 委員 

一般社団法人いのち支える自殺対策推進センター 客員研究員 

研究主機関（組織） 

一般社団法人日本救急医学会 

一般社団法人いのち支える自殺対策推進センター 

研究の協力機関の役割および体制 

研究の協力機関の役割：研究の協力機関は、自機関を受診した研究対象者（自称・自殺未遂患者）の情報

をレジストリシステムに登録する。 

 

自傷・自殺未遂レジストリに一旦登録された情報の抹消等を希望される方へのお知らせ 

 

当院を受診された方で、自傷・自殺未遂レジストリ（以下「レジストリ」といいます。）の登録の対象者にあたる 

方は、自らの情報をレジストリに登録することを拒絶できますし、一旦登録された後でも、ご自身の情報をレジ 

ストリから抹消するよう申し出ることができます。 

また、未成年者や成年であっても判断能力に問題がある方、受診後亡くなられた方の場合には、ご本人に 

代わって法定代理人の方などが、この申し出を行うことができます。抹消を希望される方、ご質問がある方、も 

う少し詳しく説明を聞きたい方は、上記の研究協力者にお問い合わせください。  

ご事情をお聴きした上で、回答や補足の説明をし、情報の抹消手続に必要な書類をお渡しします。 


